特定非営利活動法人ひろがり

平成２９年度事業活動報告書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　事業実施の方針

特定非営利活動法人ひろがりは、障がい児の子育てと障がい者の豊かな生活の支援に関する事業を行う。また、障がい児の子育てと障がい者の豊かな生活を支援するための各種研修事業、研究事業などを行うことにより、障がい児（者）をとりまく環境をよりよくし、地域福祉の増進と向上に寄与することを目的として、下記の事業を計画実施した。
　具体的には、本法人の定款第5条第1項の事業として、各種研修事業、研究事業、障害福祉
サービス事業、地域生活支援事業、障害児通所支援事業を実施した。

２　事業の実施に関する事項

(1) 特定非営利活動に係る事業

①　研修事業

ア　わくわくプロジェクト

(1) 事業内容

従来の宿泊研修を計画していたが、５周年の記念行事として、ひろがりの実践報告と障がい児（者）とその家族、支援する人たちがそれぞれの立場で楽しめるコンサートを実施した。
地域の障がい児（者）とその家族も参加いただけるように行い、地域福祉の向上と増進に寄与するよう努めた。
(2) 実施日時

平成29年10月15日（日）
(3) 実施場所

大同クリニック 5階講堂
(4) 従事者の人数

ひろがりスタッフ　9名
(5) 受益対象者の範囲及び人数
　障がい児（者）家族16組 16名、総参加人数83名
イ　食べる力を育てる研修会

(1) 事業内容

障がいの重い方が、食事をおいしく楽しく安全に食べることができるように、障がい児（者）、家族、かかわる人たちが、具体的、実践的に研修し、障がい児をとりまく環境をよりよくし、地域福祉の向上と増進に寄与するように努力した。

(2) 実施日時

第１回　平成29年 6月10日（土）11日（日）　　　　
第2回　平成29年 9月 9日（土）10日（日）

第3回　平成29年12月16日（土）17日（日）
(3) 実施場所

6月、9月は名古屋ユマニテク歯科製菓専門学校

12月は名古屋医健スポーツ専門学校

(4) 従事者の人数

・6月は講師4名、10月は講師3人、12月は講師5人

開催スタッフ（正会員　各回10名）

(5) 受益対象者の範囲及び参加人数
・6月は、障がい児（者）家族４組、 障がい児支援者など一般市民63名
・9月は、障がい児（者）家族3組、障がい児支援者など一般市民56名
・12月は、障がい児（者）家族2組、障がい児支援者など一般市民48名
ウ　「こころとからだにやさしい介護食づくり～食べる力を育てる実習～」研修会

(1) 事業内容

・食べる機能に障がいを有する人（障がい児、高齢障がい者、先天性障がい者、中途障がい　者）が、おいしく、楽しく、安全に食べることができる、こころとからだにやさしい介護　食について研究するとともに、関係する支援者、家族、職員らが実際に作って食べてみる　という研修を行った。

(2) 実施日時・内容

・ 障がい児通所支援事業ので昼食を作る日(学校休業日)に毎回食事作り研修を行ってきた。
(3) 実施場所

・「重症児デイサービスひろがり1くみ」
(4) 従事者の人数

講師２名・開催スタッフ（正会員　8名）

(5) 受益対象者の範囲及び参加人数
・一般市民（障がい児の親、障がい者にかかわる方、特別支援学校教員など）延べ45名
エ　「こころとからだの研修会」

(1) 事業内容

重度障がい児（者）とのかかわり方の基本、健康づくりを、「障がいの重い子どものためのふれあい体操」や「ふれあいダンス」などを活用して研修し、障がい児（者）、家族、支援者の心身の健康づくりや、障がい児（者）とのよりよいコミュニケーションの力を身につけ、地域福祉の向上と増進に寄与した。

特定非営利活動法人わかくさもえぎ　との共催事業など。
(2) 実施日時

平成30年3月25日（日）
(3) 実施場所

重症心身障害児学園病院「バルツァゴーデル」（奈良市）

(4) 従事者の人数

講師3名

開催スタッフ（正会員2名）

(5) 受益対象者の範囲及び人数
　　　障がい児（者）家族7組、一般市民13名
　

オ　「重度障がい児のかかわり方の基本研修会」など

(1) 事業内容

重度障がい児（者）とのかかわり方の基本を、「障がいの重い子どものためのふれあい体操」「からださん元気ですか体操」などの体操を活用して研修し、障がい児（者）とのよりよいコミュニケーションの力を身につけ、地域福祉の向上と増進に寄与した。

(2) 実施日時

平成29年７月16日（日）
平成30年1月21日（日）
(3) 実施場所

7月は知多市勤労文化会館
1月は刈谷市総合文化センター アイリス 中央生涯学習センター
(4) 従事者の予定人数

7月は、講師2名　1月は、講師2名
開催スタッフ（正会員　各回10名）

(5) 受益対象者の範囲及参加人数
7月は、障がい児（者）家族7組、障がい児（者）にかかわる人、一般市民45名
1月は、障がい児（者）家族6組、障がい児（者）にかかわる人、一般市民34名
(1) ②　研究事業　　　　　　　　　
(2) 事業内容

重度障がい児の子育てと重度障がい者の豊かな生活支援について研究した。

食べる力を育てる研修会、各種講演会、研究会などで研究成果を発表し、福祉の向上に寄与
した。
　
(3) 実施日時、場所、参加者
〇平成29年４月～平成30年3月
毎日の重症児デイサービスでの実践が即研修・研究になっている。重症児の楽しむ力、ふ
れあう力、食べる力を育むための生活場面での具体的実践を、毎日報告しあい研究を続け
てきた。それらの経過や結果も踏まえて、年3回の法人主催の食べる力を育てる研修会や
以下の研究会などで事例報告、研究報告、実地指導してきた。
　　　　　　〇第43回日本重症心身障害学会学術集会　日本重症心身障害学会主催
　　　　　　　平成29月9月29日
　　　　　　　「重症心身障がい児のいのちを育む子育ち支援1

−ふれあい体操と静的弛緩誘導法を活用して−」　　　　　　　約923名参加
　　　　　　〇障害児等療育支援事業
　　　　　　　　平成29年11月７日
つくし学園保護者療育研修会・知多半島圏域療育支援研修会

　「ふれあい体操の理解と静的弛緩誘導法の基礎」
　　保護者20組参加、関係者25名参加

〇長野静的弛緩誘導法集中研修会　平成29年11月18日(土)・19日(日)
〇静岡県小児摂食研究会参加　　　平成30年2月17日(土)　　
障害児（者）に対する食形態の現状
〇第4回全国重症児デイサービス・ネットワーク全国大会in大阪
平成30年 2月12日
　分科会講演・実技「ふれあい体操」　約50名参加
〇食事作り研修会　平成30年3月3日
　　お子さんに合った食事作り（食形態、作り方など）
　　保護者6名、研修生4名

　　　　　　
(4) 受益対象者の範囲及び人数　　（イ）の総人数概算
会員３８名、一般市民約約1,008名
　③　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サービス事業

(1) 事業内容

訪問介護事業の開設に向けて進めていく。また、相談支援事業についても早期開設を目指す。
(2) 実施日時

平成29年9月以降に訪問介護事業を行うことができるよう準備をすすめていたが、諸事
情により、延期になった。
(3) 実施場所

名古屋市中川区

(4) 従事者の人数

２～３名
(5) 受益対象者の範囲及び人数
少人数からはじめる予定だが、延期になった。
    ④　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく地域生活支援事業

(1) 事業内容

移動支援事業についての開設に向けて進めてきた。

(2) 実施予定日時

平成29年9月以降に移動支援事業を行うことができるよう準備をすすめていたが、諸事情により延期になった。
(3) 実施予定場所

名古屋市中川区

(4) 従事者の人数

２～３名
(5) 受益対象者の範囲及び人数
少人数からはじめる予定だが、延期になった。
　⑤　児童福祉法に基づく障害児通所支援事業
(1) 事業内容

障害児通所支援事業（児童発達支援事業、放課後等デイサービス）
第１事業所　「重症児デイサービスひろがり1くみ」
第２事業所　「重症児デイサービスひろがり2くみ」
(2) 実施日時

第1事業所　平成29年３月～平成30年３月に実施
第２事業所　平成29年４月～平成30年３月に実施

(3) 実施場所
第１事業所
名古屋市港区名四町183番3
第２事業所
名古屋市中川区松年町4丁目3番地マイハウスコンカドール103号
(4) 従事者の人数
第1事業所

児童発達支援管理責任者1名、管理者１名、保育士1名、指導員8名、理学療法士4名、
看護師8名、嘱託医1名、嘱宅歯科医1名、事務員1名、運転手1名
　　　　　　第２事業所
児童発達支援管理責任者1名、管理者１名、保育士２名、指導員10名、理学療法士4名、看護師7名、嘱託医1名、嘱宅歯科医1名
(5) 受益対象者の範囲及び人数
第1事業所　　障がい児　　1,701名(延べ人数)
第2事業所　　障がい児　　1,256名(延べ人数)

   　⑥　児童福祉法に基づく指定障害児相談支援事業
　　　　　　　今年度は、未実施。
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